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通学時送迎車両の駐停車のあり方に関する協力願い 

  

 新涼の候、保護者の皆様におかれましては、ますますご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素は

本校の教育活動へご協力頂き厚く御礼申し上げます。 

 さて、一学期はじめにも、学校周辺への生徒送迎車両駐停車による渋滞と車両間からの飛び出しな

どに伴う交通事故発生の危険回避の観点から、生徒送迎時間帯に、生徒の安全を確保できる、より安

全な場所での乗降のお願いを致しました。  

しかしながら、二学期が始った現在でも、問題となっている状況は改善されておらず、以前にも増

して次のような危険な状況が発生しています。 

現在、両サイドに駐停車があり、上記の危険性が増しているこの道路は、見通しが悪いと同時に、

車両がスピードを出して走行する傾向があります。つきましては、現状の危険性をしっかりと把握さ

れ、生徒の安全確保のため、以下のような対応へのご理解とご協力を頂きますようお願い致します。 

 

 （１）上記の事故発生懸念の回避と生徒の安全確保のため、送迎時には、できるだけ以下の②の    

場所での生徒の送迎時の乗り降りをお願いします。（※下記の図を参照）  

   ★宮古病院北側の道幅の広い道路（ホテルアトールエメラルドからサンエーカママヒルズ      

店跡地へ抜ける道）  

（２）本校翔南キャンパスと農林キャンパスの間の道路（パイナガマビーチから宮古病院へ抜け  

る道路）における送迎車輌の長時間の停車の禁止  

（３）同上道路上における両サイドへの車両の駐停車の禁止  

    

【危険となっている箇所および生徒送迎時の安全な乗り降りの場所】   

両サイドへの駐停車による危険 

②送迎時に、生徒の乗り

降りをさせて欲しい場所 

「翔南キャンパス」と「農林キャンパス」の間の道路（※下記図①部分）において、放課後、生徒迎えの車

両が“両サイドに”つらなっており、車両の間からの飛び出しや車両同士の接触事故等の危険性が増してい

る。 

① 


